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論 文 内 容 の 要 旨

甲状腺可溶性蛋白の化学的及び免疫学的検討について :

各種甲状腺疾患の甲状腺可溶性蛋白の波紋電気泳動法による分劃において, Thyroglobulin 以外に血

清Albuminと同じ易動度を示す Thyralbuminが認められた｡ 甲状腺機能克進症,慢性甲状腺炎,甲状腺腺

鹿の腺鹿部及び正常部1 及び甲状腺癌の Thyra抽umin 百分比の平均値及び標準偏差はそれぞれ 10.7±

ll.4% , 24.7士11.4%, 46.4±11.5%, 13･5土4･4%, 48･0±15･6%であり, 慢性甲状腺炎, 甲状腺鹿の

腺鹿部及び甲状腺癌でThyralbuminの明らかな増量が認められたo 超遠沈法による分析, 硫安分析, ED

AE-cellulose及び Columnchromatographyによる検討でも同様の結果であった｡ またThyralbumin

は抗ヒトAlbumin家兎血清と沈降反応を示した｡ 患者の免疫学的検討において,Thyroglobuli両ま慢性甲

状腺炎患者血清問に沈降線を認めたが, Thyralbumin問には認められなかった｡ また Thyroglobumin

分劃,Thyralbumin分劃を慢性甲状腺炎患者及び正常人の前腕肘部皮内に注射して24時間後の注射局所の

皮内反応をみたところ,慢性甲状腺炎患者ではThyroglobumin注射局所に発赤塵帳を認めたが,Thyralbu-

min では認めず, また正常人では両者ともに反応を認めなかった｡ 一方甲状腺組織内の Thyralbumin

及びThyroglobulin の局在を見るために, 抗Thyroglobulin抗体, 抗ヒトAlbumin抗体に FITCを

標識し, 甲状腺組織を蛍光抗体直接法で染色したところ, Thyroglobulinは甲状腺膿胞内のみ認め,

Thyralbuminは甲状腺滅胞内のみでなく, 滅胞上皮細胞及び間質にも認めたo 以上によりヒトにおいて

Thyroglobulinは抗原性を有するが, Thyralbuminは抗原性を有しないと考えられた｡

慢性甲状腺炎及び各種疾患者の血中甲状腺自家抗体について :

針生検又は試験切除により診断を確定し得た慢性甲状腺炎及びその他の甲状腺疾患, 全身性エリテマト

ーデス(SLE), 自己免疫性溶血性貧血 (AHD)及び肝疾患患者の血中甲状腺自家抗体の検出を行なった｡

甲状腺滅胞上皮の Microsomeに対する抗体は補体結合反応(CF)及び蛍光抗体法(Cytoplasmicfactor),

組織培養法(Cytotoxicfactor)により, 抗核抗体は蛍光抗体法により, 淀胞成分の Thyroglobulinに対
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する抗体はTRC,寒天中盤沈降反応(PT),Passivecutaneousanaphylaxis(PCA),IPrausnitz-Ktlstner

反応 (PER)により, また他の滅胞成分と言われるCA2に対する抗体は蛍光抗体法により検索を行なった｡

慢性甲状腺炎117例中の抗体陽性率はPT ll･1%,TRC65･0%,PCA41･9%,PKR44･4%,CF50.0%,

Cytotoxicfactor55･6%,Cytoplasmicfactorloo劣,CA2100%, 抗核抗体7.8%であった｡ そして甲状腺

組織像との関係において, TP陽性例は組織病変の高度な症例にみられたが, 他の抗体と組織変化との間

には特別の関係は認められなかった｡ 甲状腺機能先進症, SLEに高率に且つ比較的高抗体価に抗甲状腺抗

体を検出されたが, 単純性甲状腺魔, 甲状腺癌, AHD及び肝疾患者における検出率は低値であった｡ ま

たこれら疾患者の血清中の免疫 Globulin量を_Hyland社製 immmun-plateを用いて測定したが, 1gG

量は慢性甲状腺炎, 甲状腺癌, SLE, 肝疾患で高値を示し, 1gA量は全例おおむね正常域にあり, 1gM

量は慢性甲状腺炎で高値を示した｡ これら免疫 Globulin量と各種甲状腺抗体検出の有無又は抗体価との

問には特別の関係は認められなかった｡

慢性甲状腺炎の甲状腺組織の免疫組織学的検討 :

蛍光抗体法間接法による慢性甲状腺炎の甲状腺組織の Thyroglobulinの染色にて, 淀胞成分の滅胞上

皮細胞内への浸潤像が認められ渡銀染色, 電子顕微鏡による基底膜の観察ではその断裂像がみられた｡ こ

れらの変動は病変の進行した慢性甲状腺炎に著明であり, したがって基底膜の断裂は本症の原因でなく結

果によるものと考えられた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

慢性甲状腺炎 (甲炎) は自己免疫性疾患の代表的なものとされているが, その成立機転, 自己抗原の本

態等は未だじゆうぶん究明されていない｡ 桜兄はヒト甲炎についてこの点を明らかにするために117症例

について各種の方法を用いて朗削包内成分,滞胞上皮細胞成分および核成分に対する各種の抗体を検索し,

その出現率および抗体価を他の疾患におけるそれと比較した｡ その結果によると上記各種抗甲状腺抗体の

出現率は甲炎で最も高かった｡ これらの抗甲状腺抗体のうち甲炎の組織病変とある程度相関したのは, サ

イログロブリンに対する沈降反応の抗体価のみであった｡ また甲炎組織中には理化学的および免疫学的に

血清アルブミンと区別し得ないThyralbuminが有意に増加していた｡ しかしこれに対する自己抗体は証

明し得ず, また蛍光抗体で検した甲状腺組織内分布にも甲炎に特徴的なものではなかった｡ 甲炎の組織像

の特徴として基底膜の断裂, Thyroglobulinの滝胞上皮- の浸潤が認められた. 要するに本論文はヒトの

甲炎の免疫, 血清学的および病理学的特徴を明らかにするとともに, 本症で増加するThyralbumineは自

己免疫機転に関与しないことを明らかにしたもので, 学術的にも臨床的にも有益であり, 医学博士の学位

論文として価値あるものと認定する｡
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